
 1 

令和 7年度第 1回（第 60回）栗東歴史民俗博物館協議会 議事録 

 

開 催 日 時 令和 7年 11月 21日（金曜日）15時 00分から 16時 15分まで 

 

開 催 場 所 栗東歴史民俗博物館 会議室 

 

出 席 者 

協議会委員 大西  洋子、大橋  信弥、大 屋 邦 代、鈴木 元彦 、髙 宮  弘 、 

の各委員（5名） 

事 務 局 古 谷 敦 士（スポーツ・文化振興課 課長、歴史民俗博物館 館長） 

中川  敦之（歴史民俗博物館 係長  ・ 学芸員） 

市 田 悠 人（歴史民俗博物館 主事補 ・ 学芸員） 

岩 坂 浩 美（歴史民俗博物館 主査） 

 

欠 席 者 宇野 日出生、西尾 悦子 、安 本 昌 彦  委員（委任状提出有）  

國賀 由美子、林  優 里  委員 

傍 聴 者 0名 

 

 

概要 

1．開会  

 

2．協議事項  

①会長及び副会長の選任について 

②令和 7年度上半期の博物館事業について（報告） 

③令和 7年度下半期の博物館事業について 

④令和 7年度第 2回（第 61回）栗東歴史民俗博物館協議会の日程について 

⑤その他 

 

3．連絡事項  

 

4．閉会 
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議事 

1.開  会 

開会の挨拶（今井  義尚 教育長挨拶 代読） 

委嘱状の配布（机上配布） 

事務局職員の紹介 

 

2．協議事項 

①会長及び副会長の選任について 

（館 長） 会長及び副会長を委員の互選からの選出を説明。 

（Ａ 委 員） 事務局一任。 

（館 長） 会長 大 西 洋 子 委員（前会長） 

        副会長 宇野日出生 委員（文化財分野専門） 

        にお願いいたしたい。 

（委 員 各 位） 意義なし 

 

②令和 7年度上半期の博物館事業について（報告） 

資料に沿って、事務局 中川  敦之 係長より説明。 

（Ａ 委 員） 資料 5ページ ③その他 執筆は誰が担当しているのか。 

（係 長） 全て中川が担当。 

（Ａ 委 員）  資料 5ページ ③その他 会議は誰が参加したのか。 

（係 長） 国宝・重要文化財防災・防犯対策研修（6月 17日） 中川 

        公開承認施設担当者会議（6月 18日） 市田 

        滋賀県博物館協議会総会（6月 26日） 中川・市田 

（Ｂ 委 員）  欠席のためご意見シートより 

資料 5 ページ ②文化財関連事業への講師派遣等 生涯学習課主催「平

和学習」（8 月 2 日・9 日）の参加者が少ない。栗東歴史民俗博物館主催

事業ではないが、参加者数を増やすことはできないか。 

（係 長） 多くの方が参加いただけるような事業内容を生涯学習課と協議していく。 

 

③令和 7年度下半期の博物館事業について 

資料に沿って、事務局 中川  敦之 係長より説明。 

（Ｃ 委 員） 収蔵庫の燻蒸はどうなっているのか。 

（係 長） 虫及びカビに効果があり、博物館で一般的に燻蒸ガスとして使用していた

「エキヒューム S」が 2025 年 3 月で販売終了となった。原料に含まれる

酸化エチレンに環境への影響が指摘され、環境省が排出抑制を求めている

ことから製造の継続や代替品の開発も難しい。 

二酸化炭素を使用した燻蒸は絵画には悪い影響が出る。他の薬品では、



 3 

虫とカビ両方に効果があるものが無く、滋賀県全体の博物館と国内で「エ

キヒューム S」を保有する神奈川県横浜市にある企業から一括で薬品を購

入し輸送・巡回で駆除し安価で燻蒸できないか協議を重ね足並みをそろ

えて進めたい。また回数も隔年で実施するかなど協議を重ねていく。 

今年度においては、現在委託をしている業者に在庫があるため、3 月に実

施予定。 

 

④令和 7年度第 2回（第 61回）栗東歴史民俗博物館協議会の日程について 

資料に沿って、事務局 中川  敦之 係長より説明。 

（委 員 各 位） 遅い時間帯は避けてほしい。 

        15時からの開催は外してほしい。 

 

事務局よりいくつかの候補日を提示していた日程から、委員間での協議の結果、 

・令和 8年 2月 3日（火曜日）10時 00分開会 

に決定した。 

 

⑤その他   特になし 

 

3.連絡事項  

 今年度、金勝生産森林組合・株式会社しびりこと旧中島家のかまどで燃料及び展示用と

して使用する薪の供給にかかる協定を結ばせていただきました。 

本日会議室内に展示しております。 

 

4.閉  会 

 


